
日
本
語
の
特
徴

• • 

文
理
解
の
方
略
の
言
語
聞
の
比
較
か
ら

伊
藤
武
彦

l
i
l
-
-一
回
語
普
遍
性
と
語
訓
の
問
題

世
界
の
言
語
を
比
較
す
る
た
め
に
は
様
々
な
方
法
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
諸
言
語
を
語
順
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
(
類
型
)

に
分
類
し
た
研
究
を
紹
介
す
る
。
こ
の
様
な
研
究
を
本
格
的
に

行
っ
た
の
は
の
な

g
Z
G
2
2
3
が
最
初
で
あ
る
。
彼
は
、
文

の
主
要
な
構
成
素
と
し
て
主
語

(
S
)
と
目
的
語

(
O
)
と
動
詞

(
V
)

の
一
一
一
況
が
各
一
言
語
で
基
本
的
に
ど
の
様
な
語
順
に
配
列

さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
た
。
順
列
の
可
能
性
か
ら

s
o
v
・
s
v

0
・
V
S
0
・
v
o
s
-
o
v
s
-
O
S
V
の
六
つ
の
語
順
が
考

え
ら
れ
る
。

p
m
g
v
R開
(58)
と
そ
れ
以
降
の
諸
研
究
の
結
果

を
ま
と
め
で
あ
る
の
が
表
ー
で
あ
る
。
表
に
あ
る
よ
う
に
、

S
O

V
と
S
V
O
の
語
順
が
圧
倒
的
に
多
く
、

V
S
O
が
そ
の
次
に
多

く、

O
が
S
の
前
に
来
る

v
o
s
-
o
v
s
・
o
s
v
を
基
本
語

順
と
す
る
言
語
は
ご
く
わ
ず
か
な
数
し
か
な
か
っ
た
。
。

5
2・

Z
『
岡

(58)
は
「
名
詞
の
主
語
と
目
的
語
を
持
つ
平
叙
文
に
お

い
て
支
配
的
な
語
順
は
、
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
主
語
八

S
Vが
目
的

語
八

o
Vに
先
行
す
る
こ
と
」
を
類
型
論
に
よ
る
言
語
普
遍
性
の

一
つ
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
そ
れ
以
降
の
諸
研
究
で
も
裏
付

け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
表
1
を
み
る
と
の

5
2
z
a
(冨
め
ど
よ
り
後
の
五

つ
の
研
究
で
は

S
O
V
語
順
の
ほ
う
が

S
V
O
語
順
よ
り
も
言
語

数
が
や
や
多
い
。

S
O
V
言
語
で
あ
る
日
本
語
は
語
順
に
よ
る
類

型
論
と
い
う
観
点
で
み
る
限
り
特
異
で
は
な
く
、
あ
り
ふ
れ
た
言

語
で
あ
る
と
言
え
る
。
動
請
が
文
末
に
く
る
と
い
う
日
本
語
の
構

造
的
特
徴
を
日
本
人
の
日
本
語
に
よ
る
表
現
の
あ
い
ま
い
さ
と
結

76 
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ぴ
つ
け
る
主
張
は
、
柴
谷
(
邑
巴
)
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
語
順

に
よ
る
類
型
論
の
観
点
か
ら
は
否
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

主
張
か
ら
は
世
界
の
約
4
割
も
の
言
語
に
よ
る
表
現
が
あ
い
ま
い

性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

さ
て
、
実
際
の
言
語
行
動
に
お
い
て
も
、

S
が
O
に
先
行
す
る

と
い
う
言
語
構
造
の
普
遍
性
に
対
応
す
る
よ
う
な
特
性
が
使
用
言
-

語
の
違
い
を
越
え
て
普
遍
的
に
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
節
の
テ
l
マ
で
あ
る
。
こ

の
疑
問
に
対
し
て
は
、
格
変
化
語
尾
や
格
助
詞
な
ど
の
格
標
識

包
括
自
民
W
2
を
文
中
か
ら
外
し
た
無
標
文
に
対
す
る
文
理
解
の

研
究
が
一
つ
の
答
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
具

体
的
動
作
を
あ
ら
わ
す
動
詞
を
用
い
て
、
文
中
の
二
つ
の
名
詞
の

ど
ち
ら
が
動
作
主
同
岡
市
三
す
な
わ
ち
動
作
の
主
体
と
な
り
、
も
う

一
方
が
被
動
作
主
宮
辛
口
仲
す
な
わ
ち
動
作
の
客
体
と
な
る
と
解

釈
す
る
か
を
幼
児
期
か
ら
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
無
標
文
の
理
解

で
は
、
名
詞
の
意
味
の
手
が
か
り
が
中
立
的
な
文
(
例
え
ば
「
犬

が
猿
を
追
い
か
け
た
」
の
よ
う
に

S
と
O
と
を
入
れ
換
え
て
も
文

が
成
立
す
る
文
。
一
般
に
可
逆
文
と
呼
ば
れ
る
。
以
下
無
標
文
の

中
立
的
な
名
詞
を
N
で
示
す
)
に
お
い
て
は
、
あ
る
時
期

(
4
1

5
歳
頃
)
に
第
一
名
詞
を
第
二
名
調
よ
り
も
動
作
主
す
な
わ
ち
主

格
と
み
な
す
傾
向
が
、
フ
ラ
ン
ス
語

(ωgnE『
h
v
F
S
E
F

E
斗N
一

ω-RE『・

5
斗
ω)、
英

語

(2岡市吋・
25za・
5
斗∞

〔出回

E
F
E
J
3
に
よ
る
〕
初
白
丹
市
師
巳
包
・

5
∞同
)

d

イ
タ
リ
ア
語

(回巳
2

2
包・

5
∞回一

ω
-
S
Z
除
∞
雲
市

F
E∞N

)

d

へ
プ
ラ
イ
語

(司『曲目宵巾

-
g
同f
H
m
w
∞
。
)
等
の

S
V
O
-
-
E
翠
聞
に
あ
ら
わ
れ
た
。
な

お
、
い
ず
れ
も

N
V
N
H
動
作
主
|
動
作
被
動
作
主
と
す
る
傾

向
が
、

V
N
N
H
動
作
|
動
作
主
被
動
作
主
お
よ
び

N
N
V
H

動
作
主
|
被
動
作
主
l
動
作
と
す
る
傾
向
よ
り
も
顕
著
で
あ
っ

た
。
屈
折
や
冠
詞
に
よ
る
格
標
識
が
名
詞
の
性
に
よ
っ
て
中
立
的

に
な
る
ヘ
プ
ラ
イ
語
笥
『
曲
目

rm-a
巳・
H
@
∞
。
)
や
セ
ル
ボ
H

ク
ロ

ア
チ
ア
語

(ω-oEロ
除
回
2
2・
Hω
∞N
)

や
ド
イ
ツ
語

(gzz-

H

ゆ
斗
ゆ
〔
ω-c窓
口
除
∞
2
2・H

む∞
N

に
よ
る
〕
)
に
お
い
て
も
中
立
的

な
名
詞
2
個
と
動
詞
に
よ
る

N
V
N
型
の
文
は
動
作
主
|
動
作

l

被
動
作
主
と
解
釈
さ
れ
た
。

日
本
語
に
お
い
て
も
、
無
標
の
可
逆
文
に
対
し
て
文
頭
の
名
詞

を
動
作
主
と
し
て
文
理
解
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
ヨ
ミ

gzz-
呂
斗
印
一
出
血

E
F
呂
昌
一
伊
藤
・
田
原
-

Z
∞
斗
)
。
こ
の
よ
う
に
、
助
調
な
ど
の
格
標
識
が
な
い
場
合
に
文

理
解
の
手
掛
り
と
し
て
、
第
一
名
詞
H
動
作
主
と
す
る
現
象
は
日

本
語
児
に
も
日
本
語
児
以
外
に
も
存
在
す
る
。

文
の
理
解
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
様
々
な
手
掛
り
の
利
用
の
仕

方
に
つ
い
て
、
知
覚
の
方
略
宮
『
同
市
唱
宮
曲

-ag丹
市
岡
司
を
提
起
し
た

F
Z『
(
H
O
斗O
)

は
、
英
文
理
解
の
過
程
を
い
く
つ
か
の
比
較
的

単
純
な
定
式
化
に
よ
っ
て
整
理
し
、
一
方
で
そ
れ
を
知
覚
過
程
の

一
般
的
原
理
と
結
び
つ
け
て
考
察
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
そ
れ

ら
の
定
式
、
す
な
わ
ち
、
知
覚
の
方
略
と
英
語
に
お
け
る
統
語
的

構
造
と
の
関
連
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
英
語
の
構
造
の
中
で
も

彼
は
語
順
を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
方
略
の
中
で
、

日本語の特徴一文理解の方略の言語聞の比較から77 



と
り
わ
け
単
文
理
解
の
獲
得
過
程
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
彼

が
「
順
次
的
ラ
ベ
リ
ン
グ
方
略
」
ま
た
は
「
方
略
D
」
と
呼
ぶ
、

語
順
を
手
が
か
り
に
し
て
単
文
中
の
格
関
係
を
決
定
す
る
方
略
で

あ
る
。
本
方
略
で
は
「
表
層
構
造
に
お
け
る
潜
在
的
内
的
単
位
の

中
に
あ
る
、
ど
の
よ
う
な
名
詞
|
動
詞
|
名
詞

(
N
V
N
)
の
語

順
で
も
『
行
為
主
行
為
|
対
象
』
と
解
釈
す
る
。
こ
の
方
略
の

存
在
は
、
子
ど
も
が
あ
る
年
齢
段
階
に
お
い
て
受
動
文
を
理
解
す

る
際
に
、
最
初
の
名
詞
(
す
な
わ
ち
主
語
)
を
「
行
為
主
」
と
誤

解
し
、
動
詞
の
後
の
名
詞
(
す
な
わ
ち
行
為
主
)
を
あ
た
か
も
能

動
文
の
よ
う
に
行
為
の
対
象
で
あ
る
と
解
釈
し
て
し
ま
う
事
実

(回市〈
2
・
冨
斗
(
〕
一
室
常
国
門
的
。
∞

-
E
J
Z一
回
『
広
岡
市
白
・
呂
∞
。
)
に
よ
っ
て

何
度
も
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方
略
は
第
一
名
調
H
動
作
主

昌

g
丹
と
み
な
す
方
略
で
あ
り
、
以
下
「
第
一
名
詞
方
略
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
。
子
ど
も
は
、
受
動
変
形
に
よ
っ
て
表
層
上
に
現

れ
た
標
識
宮
市
動
調
、

l
a
d
S
な
ど
の
前
置
調
)
に
気
づ
か
ず
、

ま
た
気
づ
い
た
と
し
て
も
、
動
詞
の
前
の
第
一
番
目
の
名
詞
が
動

作
の
主
体
を
示
す
の
だ
と
い
う
こ
と
の
方
が
判
断
の
基
準
に
な
っ

た
た
め
、
正
し
く
文
処
理
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
受
動
文
に

お
け
る
こ
の
よ
う
な
第
一
名
調
方
略
は
、
英
語
児
の
み
な
ら
ず
フ

ラ
ン
ス
語
児
に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
て
い
る
窃
宮
己
貸
巾
除

F
S
E『
F
E斗N
)
。
日
本
語
に
お
い
て
は
、
文
頭
の
名
調
に
「
が
」

が
つ
い
て
い
る
と
、
受
動
文
に
お
い
て
も
「
行
為
者
」
と
誤
っ
て

判
断
す
る
時
期
が
あ
る
こ
と
を
、
∞
曲
目
。
(
邑
話
)
や
回
世
w
z
g

(同句、コ
-

H

句
、
芯
)
が
確
か
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
語
順
の
要
因
が
、
子
ど
も
の
文
理
解
に
お
い

て
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
英
語
な
ど
の
よ
う
に

統
語
論
上
語
順
が
主
な
役
割
を
占
め
る
言
語
と
、
日
本
語
の
よ
う

に
語
順
よ
り
も
助
詞
が
文
中
の
格
関
係
を
主
に
決
定
す
る
言
語
と

の
問
で
は
、
そ
の
重
要
性
が
異
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
各
国
の

子
ど
も
の
文
理
解
の
発
達
を
、
使
用
す
る
方
略
の
変
化
と
い
う
こ

と
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
展
望
し
て
み
よ
う
。

2
ー
ー
ー
能
動
文
、
受
動
文
理
解
に
お
け
る
方
略
の
変
化

こ
の
節
で
は
、
能
動
文
、
受
動
文
の
処
理
に
お
け
る
子
ど
も
の

方
略
を
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
日
英
両
言
語
に
つ
い
て
み
て
み

よ
う
。
受
動
文
で
は
、
被
動
作
主
が
主
格
あ
る
い
は
主
語
の
名
調

句
と
な
る
。
そ
の
名
詞
句
は
文
頭
す
な
わ
ち
第
一
名
調
と
な
る
場

合
が
圧
倒
的
に
多
い
。
従
っ
て
、
受
動
文
は
動
作
主
を
選
択
す
る

場
合
、
語
順
の
手
掛
り
に
よ
る
第
一
名
詞
方
略
と
文
法
的
な
手
掛

り
に
基
く
方
略
(
統
語
方
略
)
が
対
立
・
競
合
す
る
文
型
で
あ
る

と
一
言
え
る
。

〔

1
〕
英
語
児

田市〈巾『

(HS一〔))は、

S
V
O
か
ら
成
る
能
動
文
を
、

S
と
O

の
関
係
に
よ
っ
て

ωの
よ
う
な
3
種
類
の
文
型
を
作
っ
て
、
ま
ず

能
動
文
で
、

2
歳
か
ら

5
歳
ま
で
の
男
女
児
の
文
理
解
を
調
べ
た
。

ω白・
4
2
5
8
d『
E
g
g円

F
m
F
2
2・

(
可
逆
文

2
2
3
5
Z
2ロ
窓
口

8
)

σ
・、『『巾
E
D
Z
岡市『℃白骨凹己回向島
O
岡・

osv 
0.0% 
0.0% 
0.0% 
0.2% 

1.0%* 

0.0% 

ovs 
0.0% 
0.0% 
0.0% 
0.0% 

vos 
0.0% 
2.6% 
4.7% 
2.1% 

vso 
20.0% 
18.6% 
15.9% 
10.5% 

78 

1.0% 

1.2% 

2.0% 

3.0% 

9.0% 

9.2% 

35.0% 

41.8% 

表 1世界の言語における基本語順の分布

文献 調査言語数 sov sov 
Greenberg (1963) 30 37.0% 43.0% 
U1tan (1969) 75 44.0% 34.6% 
Steele (1978) 63 47.8% 31.7% 
Ruhlen (1975) 427 51.5% 35.6% 
Malinson & 
Ëî;k~"'(ï98i) 100 41.0% 
Tomlin (1986) 402 44.8% 

*Unclassified = 11.0% 



(
適
合
文
官

o
Z
Z
2
2丹市ロ
nm)

n
・
↓
宮
市
色
白
岡
唱
曲
同
臼
同
町
四
自
由
同
宮
内
『
・

(
不
適
合
文

5
℃

B
E
E
-
m
曲巾丹市田口市

H
ロ
ロ
ロ
『
雲
市
司
包
σ戸市師免

gn巾)

2
歳
児
か
ら

3
歳
児
に
か
け
て
は
不
適
合
文
の
理
解
の
成
績
が

低
い
が
4
i
5
歳
で
は
正
し
く
理
解
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る。

2
1
3
歳
児
で
は

N
V
N
H
S
V
O
と
解
釈
す
る
語
順
に
よ

る
方
略
よ
り
も
、
動
作
主
に
な
り
や
す
い
属
性
を
持
つ
名
調
を
主

語
と
み
な
す
意
味
方
略
が
優
位
で
あ
り
、
語
順
に
よ
る
文
処
理
は

4
1
5
歳
の
時
期
で
意
味
方
略
よ
り
も
強
力
に
な
る
。
そ
こ
で
可

逆
文
の
能
動
丈
と
受
動
文
に
つ
い
て
同
じ
実
験
を
行
な
う
と
、

2

歳
前
半
で
は
能
動
・
受
動
の
成
績
は
変
わ
ら
な
い
が
、

2
歳
後
半

1
3
歳
児
で
は
受
動
文
の
正
答
率
が
大
き
く
低
下
し
た
。
こ
れ
は

第
一
名
詞
を
行
為
主
と
し
て
選
択
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

4
歳
後

半
か
ら

5
歳
に
な
る
と
能
動
態
・
受
動
態
の
ど
ち
ら
で
も
正
答
率

は
高
く
な
る
。

N
V
N
U
S
V
O
と
い
う
単
純
な
、
第
一
名
調
方

略
か
ら
抜
け
出
し
て
、
態
の
標
識
と
文
の
変
形
に
気
付
き
、
大
人

と
同
じ
方
略
を
使
用
す
る
の
で
あ
る
。

沼恒『国同国
O
凹

(
5
2ー
)
も
ま
た
、

3
1
U
歳
児
に
受
動
態
の
可
逆

文
を
標
示
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
名
詞
方
略
の
存
在
を
確
か

め
た
。ω

-
S
E
(呂
白
血
山
)
は
、

6
i
四
歳
の
子
ど
も
と
大
人
に
、
絵
を

見
せ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
真
ま
た
は
偽
の
内
容
の
描
写
を
能
動
文
、

受
動
文
、
否
定
文
と
受
動
否
定
文
と
で
与
え
、
真
偽
を
判
断
さ
せ
、

反
応
潜
時
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
可
逆

文
の
場
合
に
は
受
動
文
の
理
解
は
時
聞
が
か
か
っ
た
が
、
非
可
逆

文
(
適
合
文
と
不
適
合
文
)
の
場
合
に
は
こ
の
違
い
が
な
く
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
意
味
的
な
手
が
か
り
に
よ
る
文
理
解
の
方
略
は
、

能
動
・
受
動
の
態
の
違
い
と
い
う
統
語
的
な
方
略
が
獲
得
さ
れ
た

後
に
も
、
ひ
き
続
い
て
文
処
理
の
有
効
な
手
段
と
し
て
働
い
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

以
上
の
英
語
児
の
能
動
・
受
動
文
理
解
に
関
す
る
諸
研
究
は
、

方
略
の
使
用
の
変
化
と
い
う
視
点
か
ら
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
ず
意
味
整
合
文
で
は
、
正
し
い
動
作
主
の
選
択
を
す
る
が
、

不
整
合
文
で
は
意
味
的
に
動
作
主
に
な
り
や
す
い
目
的
語
を
動
作

主
と
し
て
選
択
し
て
語
順
を
無
視
し
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
方
略

優
位
の
時
期
が
あ
る
(
幼
児
期
前
期
)
。
第
一
名
詞
方
略
も
存
在

す
る
け
れ
ど
、
語
棄
の
意
味
の
方
が
、
語
の
位
置
よ
り
も
判
断
の

主
な
手
が
か
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
、

N
V
N
H
S
V
O
と

解
釈
し
て
語
順
を
手
が
か
り
と
す
る
第
一
名
調
方
略
が
意
味
方
略

を
お
さ
え
て
優
位
に
な
る
時
期
が
訪
れ
る
(
幼
児
期
後
期
)
。
子

ど
も
は
語
業
の
意
味
的
手
が
か
り
が
な
い
可
逆
文
に
お
い
て
の
み

な
ら
ず
、
意
味
的
手
が
か
り
が
か
え
っ
て
第
一
名
調
の
選
択
を
防

げ
る
働
き
を
持
つ
不
整
合
文
に
お
い
て
も
第
一
名
調
を
動
作
主
と

し
て
選
ぶ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
受
動
文
に
お
い
て
は
第
一
名
詞

は
主
語
で
あ
る
が
、
意
味
的
に
は
動
作
の
対
象
と
し
て
解
釈
さ
れ

る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で
正
答
率
が
激
減
す
る
。
次
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の
段
階
の
子
ど
も
は
態
の
変
形
に
気
付
く
よ
う
に
な
る
。
も
し
も

動
詞
勾
が
「
規
準
型
」
す
な
わ
ち
能
動
態
な
ら
ば
第
一
名
調
は
動

作
主
で
あ
る
が
、
も
し
も
動
調
句
が
「
規
準
型
」
で
な
い
場
合
(
例

え
ば
受
動
態
の
場
合
)
に
は
語
順
に
よ
る
判
断
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
受
動
文
の
正
答
率
は
前
段
階
よ
り
回
復
し
て
チ
ャ
ン

ス
・
レ
ベ
ル
に
近
づ
く
の
で
あ
る
。
第
一
名
詞
方
略
と
い
う
誤
っ

た
方
針
は
廃
棄
さ
れ
た
が
、
受
動
変
形
の
文
法
的
理
解
が
達
成
さ

れ
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
。
最
後
に
受
動
文
を
統
語
的
に
正
し
く

理
解
す
る
時
期
に
到
達
す
る
。
大
人
と
同
じ
よ
う
な
統
語
的
判
断

が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
は
統
語
方
略
が
優
位
な
段
階
と

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

〔

2
〕
日
本
語
児
の
場
合

英
語
の
場
合
に
は
、
文
中
の
格
関
係
は
、
主
に
語
順
に
よ
っ
て

標
示
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
語
は
助
調
と
い
う
後
置
詞
を
持

ち
、
と
り
わ
け
格
助
詞
が
格
の
決
定
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

日
本
語
の
能
動
文
と
受
動
文
の
理
解
を
研
究
し
た
も
の
と
し
て

r
g
(
5
3
Y
E
E
S
(
5
3・
5
3
)・
八
木

{
H
S
3・
鈴
木

(
H
m
w
斗
斗
)
の
研
究
が
あ
る

o
E
S
は、

3
歳
半
か
ら

6
歳
半
の
子

ど
も
を
対
象
に
文
理
解
の
実
験
を
行
い
、
能
動
文
に
お
い
て

S
O

V
の
語
順
「
|
が
|
を
ー
し
た
」
の
方
が
O
S
V
の
語
順
「
|
を

ー
が
ー
し
た
」
よ
り
も
正
し
く
理
解
さ
れ
や
す
い
こ
と
を
示
し
た
。

鈴
木
の
文
理
解
に
関
す
る
実
験
の
結
果
は
、
受
動
文
理
解
が
能
動

文
理
解
よ
り
遅
れ
、
第
一
名
詞
方
略
(
鈴
木
は
『
語
順
方
略
』
と

呼
ん
で
い
る
)
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

国
各
E
S
(
H
m
w
斗mv
一
)
の
結
果
も
こ
れ
ら
の
結
果
を
支
持
し
て
い
る
。

出
島
z
gは
可
逆
的
な
能
動
文
の
理
解
を

2
歳
i
6
歳
日
本
語
児

に
対
し
て
演
示
法
(
文
の
内
容
を
人
形
な
ど
の
動
作
で
被
験
者
に

再
現
さ
せ
る
方
法
)
で
実
験
し
た
と
こ
ろ
、

S
O
V
能
動
文
は

O

S
V
能
動
文
よ
り
も
理
解
さ
れ
や
す
く
、
ま
た
能
動
文
理
解
が
受

動
文
理
解
よ
り
も
容
易
で
あ
る
と
の
結
果
を
得
た
。
能
動
文
理
解

は
3
歳
以
前
に
習
得
さ
れ
る
が
、
受
動
文
の
正
し
い
理
解
は

5
歳

以
降
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、

4
歳
頃
の
子
ど
も
が
、

s
o
v

受
動
文
(
「
|
が
|
に
ー
さ
れ
た
」
)
を
第
一
名
調
H
動
作
主
と
し

た
誤
り
が
高
率
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
な

ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
日

本
語
児
の
文
理
解
の
方
略
の
発
達
的
変
化
を
英
語
児
の
そ
れ
と
比

較
し
て
み
よ
う
。

O
S
V
能
動
文
が
年
少
の
子
ど
も
に
と
っ
て
む

ず
か
し
い
課
題
で
あ
り
、
答
え
が
チ
ャ
ン
ス
・
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
、

す
な
わ
ち
正
答
と
誤
答
の
数
が
ほ
ぼ
等
し
か
っ
た
こ
と
は
、
回
巾
・

〈
冊
『
の
第
一
名
詞
方
略
が
英
語
に
適
用
で
き
て
も
日
本
語
に
単
純

に
は
適
用
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
田
中

〈
叩
『
の
第
一
名
詞
方
略
に
従
う
な
ら
ば
助
詞
ヲ
が
付
い
て
い
て
も

第
一
名
調
を
動
作
主
と
し
て
選
択
し
、
す
べ
て
が
正
答
と
な
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
助
詞
の
み
な
ら

ず
語
順
の
要
因
も
初
期
の
日
本
語
理
解
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
日
本
語
児
に
と
っ
て
理
解
が
容
易
な
S
O
V
能
動
文

す
な
わ
ち
、
「
ー
が
ー
を
ー
す
る
」
と
い
う
文
は
、
日
本
語
の
規

準
的
形
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
規
準
的
文
型
が
子
ど
も
に
最
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も
よ
く
理
解
さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
は
、
日
英
両
言
語
と
も
共

通
し
た
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
に
、
受
動
文

を
規
準
的
文
型
と
同
じ
手
が
か
り
で
文
処
理
を
す
る
|
|
|
第
一

名
詞
方
略
を
適
用
す
る
|
|
|
段
階
が
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

日
本
の
子
ど
も
に
は
、

第
一
名
詞
+
ガ
H
動
作
主

と
い
う
方
略
に
よ
っ
て
文
処
理
を
す
る
段
階
が
あ
る
と
出
品
三
白

は
主
張
す
る
。
そ
れ
は
、
最
初
の
名
詞
句
が
「
名
詞
+
ガ
」
で
あ

り
文
の
主
格
で
あ
る
S
O
V
受
動
文
(
「
|
が
|
に
ー
さ
れ
た
」
)

の
正
答
率
が
著
し
く
低
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る。
日
英
両
一
言
語
の
文
理
解
の
発
達
過
程
の
比
較
で
確
か
め
ら
れ
た

こ
と
は
、
規
準
型
以
外
の
文
型
を
規
準
型
を
解
釈
す
る
方
法
に

よ
っ
て
誤
っ
て
解
釈
し
て
し
ま
う
時
期
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
時
期
を
経
て
か
ら
能
動
態
と
受
動
態
と
の
違
い
を
正
し

く
理
解
す
る
時
期
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
す
べ
て
の
文
を
こ
の
規
準
型
と
み
な
し
て
解
釈
す

る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
方
略
と
、
第
一
名
詞
方
略
や
助
調
を
手
が

か
り
と
し
た
方
略
と
の
間
に
は
、
獲
得
の
順
序
性
や
言
語
構
造
の

違
い
に
よ
る
方
略
使
用
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
よ
り
一
層
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
節
で
は
、
様
々

な
言
語
で
文
理
解
の
た
め
の
複
数
の
手
掛
り
を
対
立
・
競
合
さ
せ

た
実
験
計
画
を
用
い
た
、
文
処
理
の
発
達
に
関
す
る
に
諸
研
究
を

展
望
し
て
み
よ
う
。

3
ー
ー
文
理
解
の
方
略
の
発
達
に
関
す
る
交
差
言
語
的
研
究

由
民

2
2
包
・
(
呂
∞
。
)
で
イ
タ
リ
ア
語
と
英
語
を
母
国
語
と
す
る

成
人
を
対
象
と
し
て
、

N
V
N
、
V
N
N
、
N
N
V
の
3
水
準
の

語
順
の
要
因
と
有
生

E
5白
丹
市
|
|
有
生

(
A
A
)

・
有
生
無
生

E
E
E丘町

(
A
I
)

・
無
生
|
有
生

(
I
A
)

の
3
水
準
の
名

詞
の
意
味
の
要
因
、
第
一
名
詞
強
勢
(
ス
ト
レ
ス
)
・
第
二
名
詞

強
勢
・
両
方
強
勢
無
の

3
水
準
の
強
勢
の
要
因
、
旧
情
報
|
新
情

報
、
新
情
報
|
旧
情
報
、
新
情
報
|
新
情
報
の

3
水
準
の
提
題
の

要
因
か
ら
な
る
単
文
刺
激
の
提
示
後
、
主
語
(
ま
た
は
目
的
語
)

は
ど
ち
ら
か
を
答
え
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
イ
タ
リ
ア
人
は
、
主

に
名
詞
の
意
味
を
手
掛
り
に
し
て
有
生
名
詞
を
主
語
に
選
ぶ
が
、

N
V
N
語
順
で
は
、
そ
の
傾
向
が
少
し
弱
ま
り
、
第
一
名
詞
を
主

語
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
方
ア
メ
リ
カ
人
は
、
意
味
の
要
因

を
少
し
し
か
用
い
ず
、
主
語
(
ま
た
は
目
的
語
)
選
択
の
基
準
と

な
っ
た
の
は
語
順
の
要
因
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
反
応
は
単
純
な
第

一
名
詞
方
略
で
は
な
く
、
以
下
の
よ
う
な
統
語
的
な
語
順
の
手
掛

り
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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N
V
N
の
場
合
は
第
一
名
詞
H
主
語
だ
が
、

N
N
V
と
V
N
N
の

場
合
は
第
二
名
詞
が
主
語
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
方
略
を
「
統
語
方
略
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
方
略
は
、

V
N
を
V

O
と
み
な
し
N
V
を
S
V
と
み
な
す
と
い
う
、
英
語
の

統
語
論
に
か
な
っ
た
方
略
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
英
語
の
動
作

主
と
被
動
作
主
を
含
む
能
動
肯
定
平
叙
文
で
は

S
V
O
唯
一
の
語

順
し
か
認
め
ら
れ
な
い
が
、
イ
タ
リ
ア
語
で
は

3
つ
の
語
順

(
N

V
N
、
V
N
N
、
N
N
V
)
が
可
能
で
あ
り
、
格
の
決
定
は
強
勢

(
ス
ト
レ
ス
)
な
ど
の
非
統
語
的
手
掛
り
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
す

な
わ
ち
英
語
に
お
い
て
は
語
順
の
制
約
は
強
制
的
で
あ
る
が
、
イ

タ
リ
ア
語
は
語
順
が
自
由
で
あ
る
。
ま
た
英
語
に
お
い
て
は
語
版

が
唯
一
の
統
語
的
手
掛
り
に
な
っ
て
い
る
の
に
ひ
き
か
え
、
イ
タ

リ
ア
請
で
は
語
順
が
統
語
上
果
た
す
役
割
は
小
さ
い
。

き
て
、
語
順
と
意
味
と
強
勢
の
一
一
一
要
因
に
絞
っ
て
二
歳
半
1
五

歳
半
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
実
験
の
結
果
を
見
て
み
よ
う

(
切
白
丹
市
師
免
田
-
L
g
H
)
。
英
語
児
の
反
応
は
意
味
の
要
因
よ
り
も

語
順
の
要
因
に
影
響
を
受
け
た
。
こ
の
傾
向
が
著
し
い
の
は

N
V

N
H
S
V
O
と
す
る
場
合
で
あ
り
、

V
N
N
や

N
N
V
の
場
合
に

は
、
チ
ャ
ン
ス
レ
ベ
ル
に
近
い
反
応
が
多
く
、
大
人
の
よ
う
に
第

二
名
詞
を
動
作
主
と
す
る
傾
向
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
イ
タ
リ
ア

語
児
は
主
に
名
詞
の
意
味
に
よ
る
意
味
方
略
を
適
用
し
、
有
生
名

詞
を
動
作
主
と
す
る
傾
向
に
あ
り
、
語
順
の
三
水
準
聞
の
差
は
小

さ
い
。
し
か
し
五
歳
半
1
五
歳
半
の
時
期
に
、
全
語
順
に
わ
た
っ

て
第
一
名
調
方
略
が
出
現
し
た
。

「
語
順
方
略
」
と
い
う
用
語
を
本
論
文
で
用
い
ず
、
「
第
一
名

詞
方
略
」
を
使
っ
て
き
た
の
は
、
こ
の
回
釦
丹
市
印
巳
巳
・
(
呂
∞
一
回
)

の
研
究
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人
の
幼
児
と
ア
メ
リ
カ
人
成
人
の
文

処
理
の
方
略
の
差
を
明
示
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

大
人
の
「
語
順
方
略
」
は
英
語
の
「
統
語
方
略
」
で
あ
る
の
に
、

英
語
児
の
「
語
順
方
略
」
は
文
頭
の
第
一
名
調
を
動
作
主
と
解
釈

す
る
方
略
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
語
児
に
も
共
通
に
見
ら
れ
る
の
で

本
町
ヲ
担
。
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き
て
、
イ
タ
リ
ア
語
児
の
第
一
名
詞
方
略
と
英
語
児
の
そ
れ
と

は
、
語
順
の
要
因
に
よ
っ
て
出
現
の
仕
方
が
異
な
る
。
英
語
児
が

N
V
N
の
文
型
に
の
み
、
こ
の
方
略
を
適
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、

イ
タ
リ
ア
語
児
は
三
文
型
す
べ
て
に
適
用
し
て
い
る
。
英
語
児
は

規
準
的
語
順
と
非
規
準
的
語
順
を
弁
別
し
、
前
者
の
み
第
一
名
詞

方
略
を
適
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
見
て
き
た
限
り
で
は
、
第
一
名
詞
方
略
は
、
適
用
の
仕

方
が
語
順
に
よ
っ
て
選
択
的
か
ど
う
か
の
違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、

諸
言
語
を
獲
得
す
る
途
上
に
必
ず
出
現
し
て
い
た
。
し
か
し
、
第

一
名
詞
方
略
が
出
現
し
な
い
言
語
が
あ
る
。
そ
れ
は
ト
ル
コ
語
で

あ
る
。

ω
-
c
v
E
除
∞
巾
〈
-m『
(
H

山田∞
N
)

お
よ
び

ω-oσ
日ロ
(
H
m
w

∞N
)

に
よ



れ
ば
、
ト
ル
コ
語
児
の
格
関
係
の
理
解
は
他
一
言
語
児
よ
り
も
早
期

に
達
成
さ
れ

(
2
歳
以
前
)
、

S
O
型

(
S
O
V
、

s
v
o、
v

S
O
)
と
O
S
型

(
O
S
V
、

o
v
s、
V
O
S
)
と
の
正
答
率

に
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
ト
ル
コ
語
で
は
、
直
接
目
的
語
の
標
示

が
接
尾
辞
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
目
的
格
接
尾
辞
は
目
的
語
に

強
制
的
・
規
則
的
に
付
加
さ
れ
、
格
標
示
が
明
確
な
た
め
、

s
v

o、
o
v
s、
s
o
v、
o
s
v、
v
s
o、
v
o
sの
い
ず
れ

も
文
法
的
で
あ
る
と
い
う
、
語
順
に
全
く
統
語
的
手
掛
り
の
な
い

言
語
な
の
で
あ
る
。

ト
ル
コ
語
と
英
語
は
、
格
標
示
が
強
制
的
で
規
則
的
で
あ
る
と

い
う
共
通
点
を
持
つ
の
に
、
前
者
の
獲
得
が
後
者
よ
り
も
早
期
に

達
成
さ
れ
る
の
は
、
接
尾
辞
対
語
順
と
い
う
格
標
識
の
シ
ス
テ
ム

の
違
い
で
あ
ろ
う
。
接
尾
辞
は
、
そ
れ
自
身
単
一
で
名
詞
(
語
幹
)

の
格
を
示
す
、
単
独
の
手
掛
り
(
局
地
的
手
掛
り

-
o
g
-
2と

で
あ
る
の
に
対
し
、
語
順
は
、
単
語
と
単
語
の
位
置
(
実
際
の
話

し
コ
ト
パ
に
お
い
て
は
、
時
間
的
順
序
)
の
関
係
か
ら
判
断
す
る

関
係
的
手
掛
り
で
あ
り
、
聞
き
手
に
、
よ
り
多
く
の
処
理
の
手
続

を
必
要
と
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
語
の
助
詞
も
「
単
独
の
手
掛
り
」
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
ト

ル
コ
語
の
文
理
解
よ
り
も
獲
得
の
時
期
が
遅
く
、
語
順
を
非
規
準

型
に
す
る
と
理
解
上
の
困
難
を
ひ
き
お
こ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

ω-o窓
口

除

回

2
2
(呂
∞
N
)

は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
川
目
的

語
の
格
助
詞
は
話
し
コ
ト
パ
で
は
省
略
可
能
。
Z
E
E
-
で
あ
り
、

問
目
的
語
が
文
頭
に
来
る
場
合
は
、
目
的
格
助
詞
ヲ
が
主
題
助
詞

ハ
に
代
替
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
|
|
|
す
な
わ
ち
、
ト
ル
コ
語
の

よ
う
に
規
則
的
、
強
制
的
な
単
独
の
手
掛
り
で
な
い
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。

4

成
人
に
お
け
る
文
理
解
の
方
略
の
交
差
言
語
学
的
比
較

子
ど
も
で
は
な
く
成
人
の
場
合
に
は
、
文
理
解
に
用
い
る
方
略

は
、
ま
ず
そ
の
言
語
の
文
法
構
造
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
格
標
示
シ

ス
テ
ム
(
日
本
語
・
韓
国
語
の
助
詞
、
英
語
・
中
国
語
の
語
順
、

ド
イ
ツ
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
の
名
詞
・
代
名
詞
の
格
変
化
、
イ
タ
リ

ア
語
の
動
詞
語
尾
変
化
、
等
々
)
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
表
2
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
様
に
、
こ
の
予
測
は
妥
当

で
あ
る
こ
と
が
、
様
々
な
言
語
で
示
さ
れ
て
い
る
。

伊
藤
の
一
連
の
研
究
は
ハ
と
ガ
が
動
作
主
選
択
の
手
掛
り
を
果

た
す
役
割
の
強
さ
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
日
本
人
成
人
は
意
味

方
略
を
多
用
し
ア
メ
リ
カ
人
成
人
は
語
順
に
依
存
す
る
傾
向
が
第

一
言
語
の
み
な
ら
ず
第
二
言
語
に
お
い
て
も
存
在
す
る
こ
と
を
示

し
た
。
伊
藤
・
田
原
(
呂
∞
め
)
も
日
本
人
成
人
の
こ
の
傾
向
を
支

持
し
て
い
る
。
伊
藤
・
田
原
(
呂
∞
斗
)
は
助
詞
ヲ
に
つ
い
て
も
文

理
解
の
強
い
手
掛
り
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

田
原
・
朴
・
伊
藤
(
呂
∞
斗
)
は
、
韓
国
語
に
お
け
る
主
題
助
調

(
日
本
語
の
ハ
に
相
当
す
る
)
と
主
格
助
詞
(
日
本
語
の
ガ
と
対

応
す
る
)
の
入
っ
た
単
文
の
理
解
の
方
略
を
発
達
的
に
調
べ
た
。

全
体
的
に
い
え
ば
韓
国
人
に
お
い
て
は
格
標
識
に
基
づ
く
助
詞
方

略
が
最
も
強
く
、
次
に
強
い
の
が
語
順
方
略
で
あ
り
、
名
詞
が
生

日本語の特徴一文樫解の方略の言語問の比較から83 



各言語における成人の文処理の手掛りの強さの順序表2

文処理の手掛りの強さの順序

伊藤1982b，1983 

伊藤1982a

伊藤・田原1986

田原・朴・伊藤1987

伊藤・田原1987

MacWhinney 

et al. 1984 

助詞ハ・ガ>animacy>語順

語順>animacy

助詞ハ・ガ>animacy>語順

助詞eunjneun.ijga>語順>animacy

助詞ヲ>animacy>語順

語)I[員>animacy>単複の一致

単複の一致>animacy>語順

(名詞格変化>)animacy>単複の一致〉語順

語順>animacy>代名詞変化

代名調格変化>語)1国>animacy

日本語

1古王E
7'C;ロロ

日本語

韓国語

日本語

英語

イタリア語

ドイツ語

英語

オラン夕、語

三き三五
I=tロロ献文

McDonald 1986 

物
か
無
生
物
か
と
い
っ
た
名
詞
の
意
味
に
よ
る
意
味
方
略
は
最
も

弱
か
っ
た
。
伊
藤
・
田
原
(
呂
∞
め
い
お
一
寸
)
に
よ
れ
ば
、
日
本
語

に
お
い
て
は
格
標
識
に
よ
る
助
詞
方
略
が
最
も
強
く
、
意
味
方
略

が
こ
れ
に
続
き
、
語
順
方
略
が
最
も
弱
か
っ
た
。
日
・
韓
両
言
語

に
お
い
て
、
助
詞
方
略
が
格
関
係
の
決
定
に
最
も
強
い
役
割
を
果

す
の
は
、
両
言
語
の
語
順
が
比
較
的
自
由
で
あ
り
、
格
助
詞
が
比

較
的
自
由
で
あ
り
、
格
助
詞
が
格
関
係
の
決
定
に
主
要
な
役
割
を

占
め
て
い
る
と
い
う
文
法
規
則
性
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

意
味
で
は
両
言
語
の
話
者
の
単
文
処
理
の
様
式
は
非
常
に
似
て
い

る
と
い
え
る
。
助
詞
と
い
う
文
法
的
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
場

合
、
韓
国
語
で
は
、
意
味
の
要
因
よ
り
も
語
順
に
頼
る
の
に
対
し

て
、
日
本
語
で
は
語
順
よ
り
も
意
味
に
頼
る
と
い
う
違
い
が
み
ら

れ
た
の
で
は
あ
る
が
。

F
-
R
t
ξ
Eロ
ロ
ミ
巾
同
国
「
(
H
m
v

∞A
H
)

は
、
英
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ

語

に

お

い

て

、

各

々

の

成

人

母

語

話

者

が

、

語

順

(
Z
Z〈
-
Z〈
Z
-〈
Z
Z
)
、
意
味
(
〉
〉
〉
己
〉
)
、
格
標
識
(
名
詞
と

動
詞
と
の

3
人
称
単
数
対
3
人
称
複
数
の
接
尾
辞
の
一
致
。
た
だ

し
、
ド
イ
ツ
語
に
お
い
て
は
女
性
名
詞
を
使
用
)
の

3
つ
の
手
が

か
り
を
単
文
理
解
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
か
を
比
較
し

た
。
英
語
に
お
い
て
は
、
語
順
方
略
が
圧
倒
的
に
強
く
、
意
味
方

略
は
極
め
て
弱
く
、
格
標
識
に
基
づ
く
単
文
処
理
も
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
語
で
は
、
む
し
ろ
、
格
標
識
が
極
め

て
強
く
、
意
味
方
略
が
こ
れ
に
続
き
、
語
順
方
略
は
極
め
て
少
な

か
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
話
者
は
意
味
方
略
が
一
番
強
く
、
格
標
識
が
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こ
れ
に
つ
ぎ
、
語
順
方
略
は
ほ
と
ん
ど
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

冨
完
巧
E
ロ
ロ
ミ
己
包
・
(
呂
∞
一
印
)
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
同
様
の
実

験
を
発
達
的
に
行
っ
た
。
成
人
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
話
者
は
、
格
標
識

(
目
的
格
の
接
尾
辞
、
|
門
)
が
圧
倒
的
に
強
く
、
語
順
の
手
が

か
り
は
極
め
て
弱
く
、
意
味
方
略
は
ほ
と
ん
ど
全
く
用
い
ら
れ
な

か
っ
た
。

宮内
O
D
E
-
ι
(巴
∞
め
)
は
、
英
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
の
単
文
処
理
に

つ
い
て
同
様
の
実
験
を
行
い
、
格
標
識
・
語
順
・
意
味
の
手
が
か

り
の
う
ち
、
い
ず
れ
の
手
が
か
り
が
動
作
主
の
決
定
に
強
い
影
響

力
を
及
ぼ
す
か
を
発
達
的
に
検
討
し
た
。
彼
女
の
得
た
結
果
は
、

英
語
に
お
い
て
は
や
は
り
語
順
方
略
が
圧
倒
的
に
強
く
、
意
味
方

略
は
極
め
て
少
な
く
、
格
標
識
(
代
名
詞
の
主
格
ま
た
は
対
格
、

例
え
ば
町
内
と

E
目
)
に
基
づ
く
単
文
処
理
は
ほ
と
ん
ど
全
く
み

ら
れ
ず
、
玄
同
町
者

E
5
3
2
印
「
(
円
。
∞
品
)
と
共
通
す
る
結
果
が
得

ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
お
い
て
は
格
標
識
(
代

名
調
の
主
格
ま
た
は
対
格

Z
と

Z
g
。
こ
れ
ら
は
英
語
の
宮

と

E
S
に
対
応
)
に
よ
る
方
略
が
最
も
強
く
、
語
順
が
こ
こ
れ

に
続
き
、
意
味
方
略
が
最
も
弱
か
っ
た
。
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
格

関
係
の
決
定
に
お
け
る
方
略
の
順
序
は
、
韓
国
語
の
そ
れ
と
同
じ

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宮
内
門

vos-己
(
同
匂
∞
め
)
の
成
人
の
デ
ー

タ
を
田
原
・
朴
・
伊
藤
(
巴
∞
斗
)
の
実
験
の
成
人
の
デ
!
タ
と
比
較

す
る
と
、
韓
国
語
母
語
話
者
の
方
が
、
格
標
識
に
基
づ
く
方
略
に

よ
り
依
存
し
、
意
味
方
略
に
つ
い
て
は
韓
国
語
話
者
よ
り
も
オ
ラ

ン
ダ
詩
話
者
の
方
が
意
味
方
略
へ
の
依
存
が
大
き
く
、
語
順
方
略

の
使
用
に
つ
い
て
は
韓
国
語
の
方
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
比
べ
て
低

か
っ
た
。
以
上
の
差
異
は
韓
国
語
の
単
文
処
理
に
お
い
て
助
詞
の

果
た
す
役
割
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

日
本
語
の
助
詞
ハ
と
ガ
と
ヲ
、
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
目
的

格
接
尾
辞
は
、
韓
国
語
の
助
調
と
同
様
に
、
格
関
係
の
理
解
に
お

い
て
強
力
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
言
語
の
格

標
識
に
共
通
す
る
の
は
、
主
格
や
主
題
、
ま
た
は
目
的
格
と
い
う

単
一
の
形
式
と
意
味
が
対
応
関
係
に
あ
り
、
意
味
関
係
と
機
能
的

な
形
能
素
の
形
式
が
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
三
一
言
語
は
謬
着
語
的
性
格
が
強
く
、
性
や
数
に
左
右
さ
れ

な
い
「
単
一
の
手
が
か
り
」

(zsrz包
D
σ
5
田

E

F
〈巾三
ZN)

で
あ
る
。
一
方
、
英
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
誇
で
は
、

上
記
の
実
験
に
お
い
て
、
韓
、
目
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
と
比
べ
て
、

相
対
的
に
格
関
係
の
果
た
す
役
割
は
弱
か
っ
た
。
こ
れ
ら
四
一
言
語

で
は
、
主
格
と
目
的
格
の
格
標
識
の
形
式
が
性
、
数
の
条
件
に
よ
っ

て
は
同
形
と
な
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
の
で
、
実
際
の
言
語
行
動

に
お
け
る
動
詞
に
対
す
る
名
詞
の
一
致
お
お
2
5
E
の
手
が
か
り

と
し
て
の
強
さ
は
、
さ
ら
に
弱
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日本語の特徴 文理解の方略の言語r.flの比較から

5
1ー
ー
ー
ま
と
め
に
か
え
て

本
論
文
で
は
文
理
解
の
方
略
と
い
う
観
点
か
ら
日
本
語
の
特
徴

を
他
言
語
と
の
比
較
に
よ
り
考
察
し
た
。
日
本
語
は
、
決
し
て
特

異
な
言
語
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
韓
国
語
と
の
類
似
性
も
指
摘

さ
れ
た
。
し
か
し
、
も
う
一
方
で
は
、
意
味
方
略
の
使
用
が
多
い

85 



こ
と
な
ど
、
日
本
語
の
言
語
構
造
の
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
事
実
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。
文
理
解
の
過
程
を

人
間
の
認
知
過
程
の
一
例
と
捉
え
る
と
、
言
語
の
特
徴
が
人
間
の

思
考
や
行
動
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
「
弱
い
サ
ピ
ア
H
ウ
ォ

l

フ
仮
説
」
を
支
持
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う。

ω目

o
Eロ
(
円
。
∞
め
)
は
こ
の
よ
う
な
一
言
語
構
造
の
違
い
を
視
野
に

い
れ
つ
つ
言
語
発
達
に
お
け
る
普
遍
的
な
原
理

(
H
操
作
原
理

。
宮
『
皇
国
間
匂
1
5
6
Z∞
)
を
主
に
自
然
観
察
的
デ

l
タ
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
研
究
の
今
後
の
方
向
は
日
本

語
の
個
別
性
を
普
遍
性
を
ふ
ま
え
た
上
で
実
験
的
に
明
ら
か
に
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

註
川
こ
れ
ら
主
語
・
目
的
語
・
動
詞
と
い
う
文
法
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
全
て
の

言
語
に
普
遍
的
に
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
三
上
(
呂
町
C
L
m
W
4
印
な
ど
)
は
主
語
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
日
本
語

に
あ
て
は
め
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
と
し
、
日
本
語
の
主
語
廃
止
論
を
唱
え
た
。

主
語
の
概
念
が
多
様
な
属
性
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
り
(
ピ

Eι

↓r
o
E司

g
p
E斗
由
)
、
主
語
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
的
概
念
で
あ
っ
て
主
語
と
主
語

で

な

い

も

の

と

の

境

界

を

は

っ

き

り

さ

せ

る

こ

と

は

で

き

な

い

(
の
。
ヨ
ユ
め
い
混
同
)
と
の
主
張
も
あ
る
。

註

ω
本
論
文
で
は
有
標
文
に
対
す
る
文
理
解
の
方
略
と
無
標
文
に
対
し
て
の

方
略
の
両
方
の
方
略
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
以
下
、
特
に
断
わ

ら
な
い
場
合
は
有
標
文
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。

註

ω
英
語
児
が
著
し
く
語
順
の
手
掛
り
に
依
存
す
る
原
因
は
、
英
語
と
い
う

自
然
言
語
の
構
造
の
特
殊
性
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
英
語
の
特
殊

性
と
は
、
第
一
に
語
順
が
統
語
論
(
構
文
)
に
お
い
て
決
定
的
と
も
い
え
る
役

割
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
。
英
語
の
語
順
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る

E
Zス
呂
斗
{
)
)
は
、
い
く
つ
か
の
興
味
あ
る
文
例
を
提
出
し
て
い
る
。
た
と
え

sha
、

例
固
め

;
Z
E
E
-
F
a
5
3
B
E
E
-
2
E
n
m
e
ω
N
H
)

と
い
う
文
は
受
容
可
能
な

R
2司
S
F
Z
な
文
で
あ
る
と
回
2
2
は
一
言
う
。
あ
る

英
語
の

E
C〈
命
名

EF刊
号
に
よ
れ
ば
、
あ
る
階
層
の
人
々
に
と
っ
て
は
例
の
よ

う
に
代
名
詞
が
目
的
格
の
形
で
文
頭
に
置
か
れ
て
、
主
語
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
あ
る
と
言
う
。
こ
の
例
は
、
代
名
詞
の
格
変
化
よ
り
も
、
語
順
の
方
が
よ

り
統
語
的
に
重
要
な
手
掛
り
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
複
文
お
い

て
、
例
え
ば
、

九
開
寸

FmFO『
ω宮
内

Ed司司
-
m
g
a
H
Z
包
ユ

F
m
E
z
a

は
、
完
全
に
受
容
可
能
な
文
で
あ
り
、
関
係
代
名
詞
の
省
略
は
む
し
ろ
普
通
の

こ
と
で
あ
る
。

Z
Z
〈
H
H
O
凹
〈
と
自
動
的
に
判
断
で
き
る
彼
ら
に
と
っ
て
関
係

代
名
詞
の
当

Z
E
-
P巳
h
E各
等
は
冗
長
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
関
係
代
名
詞
は
書
き
こ
と
ば
に
お
い
て
も
省
略
可
能
で
あ
る
。

英
語
の
第
二
の
特
殊
性
は
、
無
生
名
詞
が
主
語
に
は
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
英
語
の
規
準
的
文
に
は
、
た
と
え
ば
、
(
例
の
よ
う
に
、
道
具
格

(Eω
円2
ヨ
2
円
三
に
あ
た
る
名
詞
匂
が
主
語
に
な
っ
て
も
文
法
的
で
あ
る
。

英
語
で
は
川
と
仙
は
と
も
に
受
容
可
能

R
2司
Z
Zめ
で
あ
る
。

制
固
め
さ

-a同町内唱。
-
R
2
2
Z
同町。

E
5・

同

Z
E
E
-
r
z
-
a
門町。司。

=ngE

し
か
し
日
本
語
で
は
例
は
受
容
可
能
だ
が
川
は
受
容
不
可
能
な
文
で
あ
る
。

何
彼
が
警
官
を
ナ
イ
フ
で
殺
し
た
。

川
彼
の
ナ
イ
フ
が
警
宮
を
殺
し
た
。
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註
同
格
標
識
と
し
て
の
助
詞
の
機
能
の
強
さ
は
、
ヲ
〉
ガ
〉
ハ
の
順
で
あ
っ

た
。
こ
の
順
番
は
省
略
の
頻
度
の
少
な
き
と
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
主
題
助
詞
ハ
は
三
つ
の
う
ち
で
一
番
省
略
さ
れ
や
す
い
。
ガ
と
ヲ
の

助
詞
だ
け
の
省
略
率
の
高
低
は
不
明
だ
が
、
ガ
名
詞
句
は
ヲ
名
詞
句
よ
り
も
他

動
詞
文
に
お
け
る
省
略
率
が
高
い
の
は
間
違
い
な
い
こ
と
だ
と
恩
わ
れ
る
。
な
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